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日本産 C ・ en ・nymph ・ 屬 に就い て

　　　 岡 田 慶 夫 ・ 鳥 居 正 名

Ueber　die　japanischen　Hrten　der　Gattung　Coenonympha ．

　　　　　　　　　　 OKAI ）A −Y ．　und 　TORII −M ．

窒． 一般的考察

　CoenOnympha 薦｝ま Satyridae巾 Z）小形龝を含む屡で あ り， 表面 D 斑紋は ぼ とん ど な く，

大軆晴い 單一色で あま り入の 目を引か な い 屬で あ る．鱗粉は厚 い 感 じを輿 へ る．裏面は前

後翅縁に並ぶ限状紋列が その 内側D 波｝りこ帶 と共 1ぴ 也宋な美 し さ を現 は す．一見 すれ ば表 面

と裏晦 ア）鱗勝の 質は 異 る 様で ある が ， 顯 微鏡で は 木 質的 な差異は み と め られ な い ．併 し准

で も表 面の鱗粉が裏 面の もの よ り剥げ 易い 事は經驗す る で あ ら う．

　赫後翅は ほ Ψ 等面 礒 で 翅宴重柔 らか く， 縁 毛 1改 よく發達 し て ゐ る．翅胝は 前後翅共閉ぢ ，

前翅箔 12脈 ， 第 2，3の 合脈 ， 及第 1脈 Z）基部 ぽ 箒る し く増 大し7　 こ の 屬 の 顯 著な特徴 を

彩成 して ゐ る．觸角は他 の Satyridaeと同 臨 ⊂細 く．尖端はや S 太 く， 長 さは大軆前翅前

縁の 犧 程変で あ る，體 は 大 體翅の 地色 と同色． 9 の 腹部 は特に 肥木す，

　本羈Z）分布は奮 ・ 新北 兩地 方に 互 り， 我國 に て は北部叉 は 山地 に 多VO．我 國 匹 産 す る も

の は 3種 で ，
Coenonympha 　oedipPus ；C・hero ；C ・

尹
marylis で あ る ．之等の 分布は ：
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　即ち C ．herD の 分布 が北方に偏 し， 特 に C、　h．　neoperseis ，
　C ．　h．　latifassiataは特 に 北 方

に 分布 して ゐ る．而 して C ．oedippus は か な り南部 迄分布 し， そ の 南限 は 大 體六 甲山及 び

濱松地 方 ， 即 ち北緯 34
’
30’ 位で ある と思はれ る．筆者は未知で ある が ， 山口縣邊 か らは 充

分 oedippus の 採集される 可 能性 あ り， 採集 された とすれば之が 南限 となる で あらう． 本

屬は飛翔距離 が短 い の と北方系の 蝶が示 す殘i留的分布 を爲 して ゐ る の で 分布地 は局部的で ，

分布 D 限 県ぱ 比較吻明 らか で あ る ．而 して お そ らく ocdlppus は 四 國九州か らは 探 集され

な い で あらう，元來 日本 喋類界始 っ て 以來 C ．arcanla 　 insubricaの 存在問題以外 1こ は地味

な存在で あつ たの が 木鸚であ る．今褒本 鸚を含む dunkle　 I；amilie と もい ふべ き Satyridae
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の 研 究 を期待 して 止 まない ．

　木 麝の 生 態は［置鑑類 に もあ る如 く， 例 を C ．oedippus に取れば ，
］） 濕i氣を帶びた禾本

癌 植物 の 生 え た 余繭 ．2）　濕地 帶．3）　山 1了1草 原帶に 多 く。禾本科 穂物 の 間を縫ふ様 ，こ し

て 飛 んで ゐ る ．飛犲・距離は 短 く， す ぐ靜止 す る ．逋路を損斷する場合 に は 地上 3〜5cm，

位を飛んでゐ る．一日中 の 活動 は午前 中， 特 に 1G〜ll 時頃が最 も盛ん で， 午後icは影 を

ひ そ め る ．・一 ・之は C．oedippus の 京都府下牛國山及伯誉大 山に於け る 觀察で あ る が ， 本

屬の 他種， 他地方 の 生 態 もあ ま り變 らな い で あ ら う・

　木 嶋の 生 活史は 未だ 日本 で 記 録せ られ た事が ない 様で あ る．大 低の 岡鋸類に は 彫洲 の も

の に 依 る結某よ り， 禾 本 科 植 物 を 食 草 に 擧 げ る 事で
一
應事足れ りと して ゐ る．即 ち

C ．。 edfppu9 ・は 宮島氏は
“

日本蝶類圖言党
”

に於 て 「仔虫線色に して 暗色の 背條 あ り， 側 條

は 淡黄色 を呈す．莎草 を食す．J と云 ひ ，

“

日本昆虫圜鑑
”

に は 「幼虫 は竹の 葉 を食す」 と あ

り♪

‘‘
日本昆虫大圖鑑

”
に は 「ヨ シ の 葉を食す」等 と云 つ て ゐ る．最近は生活史の 研 究 も

高ま っ て 來たや うで
，

一．・部 の 薪逖研究家の p．rOllp の 雜誌は 生 活史研究の 記事で あふ れて ゐ

る とい つ た盛冴 だ。白水 氏 は
“
質塔昼虫鋪報

”
第 36 號 ， 例 ¢ 好著で， 産写卩習性 ： 恐 らく

食草の PtlC一個宛， 發生回數 ： 年一回．越冬態 ： 恐 ら く幼 虫， 食草 ： 本邦で は 禾謳査 ，

ヨ ーロ ツ パ で は カ ヤ ツ ．IJ グ サ 料 及 び ア ヤ メ科 の Carex　glauca ，
　Iris　pr に udacorus 等の 葉を

食す と云 ふ．一
と書い て 居 られ る．柴谷氏の 飼育せ られ た と こ ろ に 依 る と ， （途申 に て 幼

虫逃 亡） ス ズ メ ノ テ ツ パ ウ ・オ ホ ス ズ メ ノ カ タ ビ ラ ・イ ヌ ビ エ ・カ ヤ ツ リグ サ を食 し， 上

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Cl）

記 の 如 く竹や サ サ は食 は な い と い ふ 事で あ る ． か な b飼育 に 便利 な普通種 の oedippus で

さ へ こ の 樣 で ある か ら， 他 は推 して 知 る べ し と言 は ざ る を得 な V ・・食草が 判 つ て ゐ る の で

あ る か ら， 近 くに産地 を有す る 人は努 力して 頂 き度 い ．

2．各論

　 1）　Coenonyrnpha 　 oedippus 　annulifer 　 BUTLER

　　 IABRIGIUS 　　：　1，apilio 　cedlpFus 　 ムlant
，
1］，s．　 iち p．31．（178T）

　　 BUTLER 　　　 ；　CoenonymPha 　oc 〔lipPus　annullfer

　　　　　　　　　　　　　Ann ．＆ M コg．　 Nat．　His  （4）xix 　p．91 （1877）

　　 PRVER 　　　　t　Coonor】ympl｝a　oedipPus 　　　　　ユlutterfljes　of 　Japan　（1886）

　　 宮島幹之 助 ； Gocnonympha　 otdippu ・s　　 日本蝶類圖詭 （192D

　　 松 村 松 年 ： Cocr．oT ］ymPba 　 oedippus 　　 日 本 昆 虫 大 圖鑑 （1931）

　　 内 「【1？ej：之 助　：　C 《tenonyniph ：　oedippus 　annmIi 「er 　　冒本昆 虫 圖鑑　（1932）

　　 土 居 寛 『1易　：　Cocnollyml）ha　ocdippvs 　anT ／Llヨifev　朝魚
’
C，の 蝶 類 　（1．934）

　 （lt）　柴 谷 宜ζ弘 　　　：　TIIECLA 　
1“
’
ol．2，　pars　4．　（1943）
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　 　 石 　
’
Eir　明 ：　Co2nenylnplla　oedippus 　　　 關 西 昆 虫 學 會 々 報 No ．8 （亅939）

　 　 平 山 修次 郎 ： G ｝enonympha 　 oedip 、us 　 aTl ・ILI 】ifer 隻：賽類 闇譜 （1939）

　　 白　水 　隆 ： Gocnonympha 　 oe1 三PPus　 an 【ulifer 寳塚 昆 虫 鱚報 q9｛3 ）

　以 ．1：の 如 く大 體本邦産 は大 體 Cioenon｝JrmPhn 　 f　edippus 　annulifer なる 亞種 として 取扱ふ

の が安當の 樣で ある ．而 して 最 も注 口す べ きは石 氏の もの で ， 氏獨特 り 考察に依 る注 目す

べ き結果で あ る 。即 ち氏は 7000 に満た ん と す る朝鮮塵の個 彊を檢 し，

“

其後蒐集せ る 多 く

の 個膿を調べ る と f．annuliferl 　 f．　amuren ミisは 勿論 ， 原型 も ab ．　mir ｛s　FABR ．，　ornatissima

．ST，XU．　 pedem
「
Jntana 　 ROSS 匸 等 も含まれ ， 而 も其彎異 は遖績 する の み な らす錯雜して ゐ る

．D で 此 り 種は 單 に C．　 oedippus と して 取扱ふ 方が 簡單且隱賞 匹）や うに思 はれ る ．
”
　と云 は

1して ゐ る．勿論變異の 多V ・本種で は そ の 變 異が 錯縦す る の が 當然 で あ り， た じ單な る 數の

1：で D 學名整理 賦如何 か と思 は れる ． annulifer と amurensls は 産地 もか な 1り明 らか に 別

け られ て ゐ る 斯 か らすれば や は り便宜上區別す る の が よ V ・の で はなか ら うか ，　（後者 は小

形，眼 状紋大， 裏面濃色な る 亞 種で ある ．）

　 よ種 D 分 布地 ぱ 木 1・卜1・朝鮮で あ り， 本屮「・1で は ナ（體 li飽 一・
帶 1⊂極限せ られた 棲息地 を保 つ

／［ゐ る や うで あ る ，特 に 中國山脈 D 丘 陵地 は各地 ｝ご本種の 多産地 が 見出 され る ， 朝 鮮 で も

各地 に 多 い や う で あ る ．夊本種 の 分布 の 面 自 い 事は 四 國 ・ 九 州に 産 しな い 事 で
， 更 に 北 海

道 ．こ 産 しな V・事 は 全 く奇 と せ
’
ね ば な らぬ ．Melitaea　protomedia ，　 Everes　lacturnug．　 kawaii，

Spinda曲 takan 。 nis 等 D 分布 と共 に本州 ・ 朝鮮聞 Z）生物地 理 的關係を示 す一一つ の 有 力な鍵

と な るの で は なか らうか．

　 さ て 極 め て興味な る の は 本腫裏面 D 波駄帶 で あ る ．本州の 木種は 關東の もの は 白 く太 い

巾を有 する帶 で あるが （δ に は之 を欠 くもの あ り）西漸す る に從 つ て 文字通 り波 欣とな る

傾 向を増 し， 京都府下牛國山 の もの で は 單調 な帶 D もの と， 波歌帶 Z） もの とが混 じて ゐ る ．

廻 こ伯耆 大 山 ア） もの は 波状帶 Z）凹 凸はげ し く中に は 途中に て 切れ て 點紋列 を爲 して ゐ る も

の す らあ る．大 山 D 本種は 前後 遡裏面 の 波歌帶 Z）凹 凸 の は げ しい 事 の 趣端 を示 す と共 に一一

般 に 裏面 D 暗色なる事，下記 の 表 に あ る如 く他地方 ／） もの よ り稍大 な る事 ， 等 に依 り他地

方の もの と區別せ られ る依て こ エ に伯蓍大 山産D 本種 を薪亜 陲として 記載す る ．

　　　　　C ・ en ・nympha 　oedlpPus 　arothius 　 sub ・p．　 n ・ v ．

　本亞種 は大 型 E’あ り， 圖示せ る 如 く後翅眼 状紋 D 内側 Z）白色帶は凹凸は げ しく， 時に は

波 状の 頂上 の み
．
殘存 して ， 點紋列を爲 す事が あ る．本州 に 産 す る C．o．　 annulifer との 差

異 は， 1）概 して 大型 な る事．2）裏面 D 地 色黒味強 き事．3）後趨裏面 ， 眼 状紋 内側の 白帶

は 波伏 を爲 しその 凹凸 は げ しい 事。4）翅形 の 前 翅端に於て や s 園味を呈 す る 事．5）裏面

の 銀色帶 り 外側 り 帶 は annulifer 程明 らか で な い 事．6）眼歌紋は
一般 に 多 く出現 し， 大 形
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で 且その tliの 黒色部大 きく從 つ て黄色環の細 い 事．で あ る ．全 體を綜合 して annulifer と

區別 出來 る ．

　Ho］otype ： 早
， 伯耆大 山．18／vii ， 1943， 鳥居 ff名採 果並 に所藏．

　Alletype ： Sl 伯・誓大 1」i．18／Lii
， 1943， 烏居 正 名探築並 に所藏．

　 Paratypcs ： 4ss ，　 f白曹丿（1．11．181vil， 1913， 鳥居正名採 準並 に所藏，

　筆者 は 叉輕度の 異常型 を有 する の で それに つ い て 記 す．

　 　　 　Coenonympha 　oedipPus 　annulifer 　ab ．　 nov ．

　翅表， 特に 前翅に 友褐色Z）斑 を生 じ， そ の 部分Z）み光 澤を有 し， なめ らか な感 じを與 へ

る ．裏面 1辷明色で ， 外 縁 に 溜ふ 銀色帶 は細 く前翅で は ほ とん ど淌失 し ， 後翅で は銀 色帶は

翅脈 ．こ よ り
．
切漸せ られ ， 外側を細い が 明 らか な黒色帶で縁取 られ て ゐ る．性 ： 6 ，

　京邪府下 孚國山， 20／vi，ユ943， 鳥居正 名採集並 に 所戴，

　石宙明 氏の 前記 の 論 文 に な ら つ て翅長並 に裏面 の 限状紋 を 測 つ て
， 下記 D 表 を得．

｛纛 遇ミ 18mm ユ9 20 瓢 22 23 合 　 計
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石 氏 の 研究 で は本來の 7の 型 ド晨 も多 い 樣で あ る が ， 筆者 の もの で は 石氏 の 第 4 位 に 當る
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本 表 の 5 の 型が最高で あ る ．朝鮮産の 統計に つ V・て は 石氏 の 謚文 を參照 された い ．

2）　Coenonympha 　hero 　LINNE

2a）　（）eenonympha 　hero 　pcrseis　perseis　LEDI ；
：RER

1・EI ’El（ER 　 Ccen・ ・ yl・1」副 ・e ・・ pe・ s・i・

石 　　i葺「　H厂i　・
　Coenonympha 　hero　pclEeis

士 居 寛 暢 　 eoen・nymPha 　hero　pel
’
scis

堀 玉 貫 　 Ccenonympha 　htro　perseis

ギ 山 修兵 郎 　　 Coenonymp ］】a 　ller／） pe ］sti ．s

Velh ．　Z α ・1．−bく　t．（
’
les’．　Wien．．　 L／8e

’3 ）

鹿 5己丿｛5高農 Ttt　i：交2，5　tt．’年 言［！念 論三史
』
集　（ユ943）

原 色朝 鮮 の 蝶 （1．934）

柞太 昆 蟲誌 第一報 （1937）

蝶類鬪譜 （lg・　：ig）

　本種の 分布地 は ， 樺太一圓 ・ 千島 ・北セ毎迢 ・ 杢 朝鮮 。 滿洲 ・ア ム ール ・ウ ス リー・ア ル

タ イ 等 の 諮地 方で あ る．ヰ種は 北海邁薩 の necperscis に 比 して は る か に 小形 で 閉張 29〜

34mm に す ぎな V ・．再 して ncopcrseis に比 して 翅 の 圸色黒味弧 く， 麺縁及び暇泓 紋の 澗

圍の橙黄色部．も著 る し く濃色で あ る．

　前翅暗褐色， 暗黄色の 鱗毛 を叢生 し 前縁基部は 稍黄色 ， 外縁は 濃色に して そ の 内側 に

淡黄 橙色 の 線 あ り．第 5室に橙黄色小紋 あ り， 中心 は黒色 な り．個 體に よ り2 室に も同樣

紋あ ウ．中室 と外縁 の 略中央 に て は裏面紋 を透靦 し得 る．

　 後翅 は前翅 同樣 の 色彩をな し， 翅底黒色， 申室 及 そ の 下 方 に 曙 福色 の 長 毛 あ り．互1外縁

に橙黄色帶あ り， 其中 に 中心次色 の 褐色日i掀 紋 あ り．その 内第 2 ，3 室 の もの は特 に大形，

縁毛 は次色，

　裏面 ， 前翅は黄擢色に して 前縁 ・ 外縁は暗色， 外縁内側に 柑黄色帶 あ り， そ の 内側に は

銀線を有 し， その 線に接 して 第 2， 5室に 殿 牀紋 あ り， 眠猷紋 内側 に は 荻白帶あ り，
2 室に

起 り， 6 室に逹す．後翅 内孚暗色 外縁 に 近 く巾廣 き榿黄帶あ り， そ の 外方外縁に 澹ひ
，

銀色線 あ り， 外縁 との 間に 前翅同樣橙黄帶あ り．内側 の 黄樫帶中に 各室 1 ヶ宛 の 口聯 獻 あ

り，
2．3 室 の もの は ス形に して 第 1室の もの は 2 ケ に分た る．内部に鋸懸 の 荻白帶あ り．

　本種の 生 態は， 堀 ・玉貫氏 に よれば
“ 6 月下旬 よ り8 月上 旬 に 互 り出現 ， 最盛期 は 7 丹

中旬， （鹿闇時夫 ： ZEPHYRUS ．　vol ．8， ユ938． の 論文 で も同樣 で あ る．）灌木の 生 じた る

草原地 に 多 し ， 飛翔綏慢 ， 集團性 を有し， 個 々 に 飛翔する事 少 し．
”
（要點の み） と記 して

ゐ る ．

　食草 も大 抵の 圓譜に あげて ある が外國 の 記録に よ る もの の み らしい ．

21）） Coenonympha 　hero　Pilwonis 　MATsUMURA

　　 MATsuMuRA 　； Jour・colL　Agr ・Holcl｛aido ・ImP ．　uJ ］iv．　xv
，
　pt．3， （1925）

　　 堀 　
゜
　三E貫　　　　　

：

　Coenonymplla　hero　piLwonis　　　剰彦太 昆 蟲言志第一報　（1937）

　本亜 種 の 前亜 種 と異 る所 は ，

N 工工
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1） 表面 前翅第 5胝 の紋 セ欠 き， 後黝 こ 眼状授を有 する もの に て は前種 Z） もの よ りは る か

　　 に 小 形な 吟．

2）　前翅裏面 中央部 1こ 白 色帶 辷欠き，
3 ケ の 分裂せ る斑紋 を有 す．

　分布地 ： 樺太北部 図境 府近，判 r蹕 ・ ピ レ オ ・ オ ノ ール ・ ル イ ゴ フ ス コ エ ，

　前亜 随と混合せ る も箇．
1

攪效随少 ， 併 し南樺太よ り發見され
『
鵡 國境附近 に 固定 して ゐ る

所 よ bすれば
一・

亞 種 と して 存在す る もの と思 は る ．

2c）　Coenonympha　hero　neoperseis 　FRu 尺sTORFEk

FR σf｛STORFER ・

松 i寸松年

内 Ill溝一之 助

土 居寛 暢

．’
ド山修 欠郎

・C 冫。・ 。 ヴ mplu 　hero　l［2。perse…5

：　Coe ；IJ
鹽
1ymph ユ　hero　rleo 〜erscls

； C ・」11。 nymPha 　ller・） ne ・ りcrrSL
．iS

：　C叱3no ）yJupha　hero　neoper ．seis

：　Coenoriymphi　herD　 ncop ．
．
rse 三5

Intsrnit．　 Enl．　z ；it”．，2
， （19，3）

胃夲昆 蟲大 圃鑑 （⊥93／）

日 本昆 蟲 鬮 鑑 （亅．912）

原 色 租鮮 の 蝶 類 （1934）

膿 類 圖 譜 （1．939）

　翅表面 ば i群曷色 で縁 E一は友 色， 6 は前翅 瑞．後翅外縁 ．こか すか に 澄色紋を現は す． 9　 ［
・
よ

3 に 比 し て 暗色 ， 前翅端 1こ一眼 歌紋を有 し， 後翅は 外縁 て 滯ひ疇橙黄色z）・一帶あ りて その

内側に 4 ケ の 同色眼 状紋を有す．

　裏面は δ ♀ 共外縁燈黄色， 其 Z）内鋲i収 鉛 色の 一
帶あ り之 に澹ぴ て 鹸翅 に 2個， 後翅 に

7〜8 ケ の 黒色眼 状紋あ りて ， 中心は 白色， 周縁 tt黄 隅色 を是 す， 眼 状紋の 内側に は 太 き次

白色の 凹 凸せ る一
帶あ り．

分布地 ， 朝鮮 ， 北海1重，　 （ア ・4・一ル
，

シ ベ リ ア ）

perseis との 區別は前記 の 遞 り．

尚 Coenonympha　heroに は 下記 ll）亞 龝や 型が ある が 標本 を所有せ ぬ の で唯名の み を列べ る ・

2d）　Coenonympha 　hero 　latifnsciata ）tlATSUMURA

2e） Coenonympha 　hero　coreana 　 MATSUMURA

2f） C ・ en ・ nympha 　her・　k ・reuja 　SEOK

　本積な變 異が 多い の で か L る 多數の 亞 穂 型が記 戟され て ゐ る．併 し之等 は深 く研究す

る 事 に 依 り必 す合理 ヨ勺に整理 さ れ る だ ら う と 思 ふ ， 筆者 も今後多數の 個 邉を檢 する事 に依

り， 本邇 D 整理 を行ぴ 度 V ・ と思 S、． 現に neoperseis は 1？19 年 仁禮 氏 に 依 り pevseis の

sy 且 onym とされて居 窮 石 氏等 は之 に從 つ て居 られ る．

3）　Coenonymha 　amaryllis 　accrescens 　STAU ［）INGER

　 　 GR 齢 1ER 　　　：　1’api ［io　 a，　maryliis 　GRA ，MER ； Pap．　Exot 。4， 1782．

　　 STAU 　DINGER ：　C 」 monympha 　 ainuyllis 　 accrescens 　　Stgr．　Katn 　1
， （190L）

　　 松付松年　　　 ： Coeno　iy 】np
’
la　a 】mry 星lis　a ：Crescens 　 日本昆 虫 大圖鑑 （193 ／）
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’
ol ．T

　　　内 田 滞 之 助 　　 ： C（」en ｛｝1上ンnpl ・a　 amar 》11is　 accresc じns 　 日 本 昆 虫 圖鑑 k1932）

　　 石 　　宙　　明　　　　：　Coellonymphn　 mnaryl ］is　　 鹿兒 島 高農開校 ？5 周年 記念論三文集　（ユ934）

　　 土 居 寛 暢 　 　： Coc’nQn ｝
’
mPha 　 nmar ｝vlli ： accresce ： s 　 原 色朝鮮 の 蝶類 （19．・34）

　　 罕 山修…ft郎 　 ・ C・x ’n ・ 1・y・ ・Ph ・ an ）a・ylTis　acc ・esce ・ユs 　 蝶 類 圖 譜 （1939）

　上記の 如 く， 大 抵は Coenonympha　 amaryllis の ：亞 種 accres ⊂ePs に朝鮮産の もの を同定

して ゐ る が ， 石氏は原種 に同定 し，
su 卜sp 。　accrescens を原種の Fynonym と した．森， 趙

兩 氏 の
「t
滿洲國 の 蝶類

”
で は滿洲國産の もの を原種 に 同定 して ある か ら subsp ．　accrescens

は 原 樋 と決定的な差 が ない の か もしれ な い ．併 し何分標本 も少 い 事 とて 決定的 な事は 言 ぴ

かね る ．

Perseis
前楚 表薗 第 δ室 に 1 眼欺紋．
　　　　　　　　　　　　 朝 ・北
後 翅 裏 面 中 央 白帶 明 ら か ，

　　　「
pUwonis

前翅 表 画 第 5 室 に 眠歌 紋 な し，
　　　　　　　　　　　　　　樺
後 莚 裏 面 中央 に 1；白點

hcrO

翅 表 褐 色

裏 面，眼艦 交

内側 の 白 帶 は

前後翅 共 太 く

明 らか に 現 る ．

裏 面 地 色

oediPPu5 よ り

濃 色．前翅 端

に 1 ケ の 眼 朕

紋 あ り，

neOper 籌elsP3

よ5 眺 よ り麹 黒 味 強 し．
　　　　　　　　　　　　 北 ・朝。操
眼 歉 紋 の 周濃 色

hlif2sciata 北

CO 「ean ユ 朝

　　「
core 」ja 大 型，難 慕色 濃 し．　　　　　　 朝

amaryllis 翹 表 橙 黄 色

　　　　　 圏
・ ・・ …   ・．・ F　　　　　　　 朝
　 　 　 　 　 ト

αnr　 uli良 r

arOtn ：us 　よ り裏 面 淡 し．
　　　　　　　　　　　　　朝・本
後 妙 ［腎帶 波 形こ凹 凸 小．

・ ediPPu5

翅表褐色，

眼厭 紋 内 側 の

白帶 lil狹 し
，

翅 端 に 眼 朕 紋

な し

0
「
wa1 ｛ensi5 本

1 aroth ；US

atu 副 ifu よ り大 形．
　　　　　　　　　　　　　　 本
後 遡 白 帶 波 厭 凹 凸 大．

　 〔附記 〕　蒲洲國及籔北 區 の Coenonympha 數種に つ て い

　滿洲國 産 の Coenonympha は ， 森 ・
趙 兩氏 の

‘‘
滿洲國の 蝶類

”
（
’
」く陸葦：陣 院研究報告 ，

第 2 卷第 1 號）に 4 種類，
6亞 種が記 載 されて ゐ る．

la）　 Coenonympha 　hero　neoperseis

lb）　（：．　　　　　　　　 h．　　perseis

2a）　c ．　　　　　　　　　oedippus 　annullfer

2b）　C．　　　　　　 o ．　 amurensis
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3） C．　 　 　 　 　 amaryllis

4）　C 。　　　　　　　　　　　　 iPhis　khinganensis

　 その 内 4）は新種 で コ ウ ア ン ベ ニヒ カ ゲ な る 新稱が興へ られ た． 以 下 之 に つ き原文 と筆

者 の 標本 を檢 して 説明す る 事 とす る． 7’A 　B，．1
，
Fig．3 を參照 された い ．

　　　Coenonymha 　iphis　khingaensis 　 MORI 　 et 　 CHO （1938）

　本魏 は 27／vif
丿 工9ε6．大興安嶺に て ノ1川謹 太郎氏が 採鐸乙された完桜式標本 ε に依 り，森 。

趙氏が上 記論文 中に 記載さ れ た ．（共後石氏 は iphisの 亞 種 とす）．

　翅表 は前後翅共淡観色 （丁度 amaryllis と hero の 中闇 の 感 じ）で 琉紋 な く， うす く裏

面 の 眼状紋が 見え る ．

　裹面 は前翅淡赤褐色に て 斑紋 な し， と原記載に あ る が 中に は 中室端 と外縁 の 「【1 聞に 外縁

に沿 つ て 白帶 を右す る もの や ， 翅端 に小H賄 激 1ケ を現 出する もの もある．後翅は鼠褐色

翅の 墓牛部は 白味 を帶べ る絨毛密生す．外緻に滑ひ 幅狄 き釼白色帶 （補寳4微 かに なれ り）

あ り。其内側に 5 ヶ の HE2　iv：紋 （第 5室は 眼壯紋な し）あ り． 一 併 し私 の 標本 の 圖 に 記 し

た 上頭 の み こ の 條件 に當 は ま り他の 3頭は 第 5蜜 に も明瞭な紋を有す ， 圖 の もの で もわ つ

か なが らみとめ られ る．一 第 2 第 3室に あ る もの は稍大 なれ どその 他 は極 め て微小な 蛎

術 眼 歌紋 の 内側 に そ の 幅 の 不 規則な る 自帶あ り， 第 4 室に於 て 最 も巾廣 く夫 よ り前後は

急 に 巾狹 くな り， 第 2 室に て 溝滅 し， 第 1室に 於 て 更に ll盟 せ り， 縁毛 は 表裏共翅の色 よ

り淡 し．一 第 2 ・ 第 3の 眼壯紋は 勿論大で あ る が 他の もの もか な り大 で あ る． こ の點原

記献に Coenonympha　 arcania 　 satyrin （ア ル プ ス ・ ヵ ル パ シ ア 山系 に産 す）との 差 異 の 1項

目はや 、不充分で あ る ． 乂 白帶は大瓠の もの は 第 2 室に もかな り明 らか に 現れ る．徇 C ．

arcania 　 satyrin と の 差異 は翅表晤色強 く， 後翅銀白色帶きは め て 細 く， 眼 厭紋同大 に あ ら

す ， 白色帶の 巾不規則な事 で ある．（）．i．　iphiclesよ ウ眼駄紋小。

　 Coenon｝mpha 屬は 新北圓 こ も分布 し私 も柴谷篤弘氏の 御厚意 lcよ り2種 を所有する が

それに つ い て 一寸設明 しよ う．やは り鬪版 を參照 され度い ．

　　 Coenonympha 　 inornata

　表 面は C．amaryllis の 如 く美 しい 橙黄色 ， 前翅端 に 裏面 の 眼牀紋 を覡 す （1ケ ）．

蟇面 は前翅基 部翅の 大 牛 は橙色で 美 し く， 翅端は 次色， 目艮1伏紋 1ケ を有す．後翅は前翅翅

端部 と 同樣稍濃色 ， 次色毛 を密生 す．中室端に細 き白色紋 を有す．

奮北區 の Coenonympha とは や 玉異 つ k 趣 の する蝶であ る．

　　 CoenQnympha 　 californica

　至撚 C ・ enonympha の 本邦産の もの と趣 の 異 つ た蝶．

翅表は 黄色味 の 淡 くか S つ た 白色 ， 後翅は 白色長 毛を密生す ．後翅は 一
面 に 黄白色外牛ぱ
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明 る く， 内半は友褐色 ， 白毛を密生する ．後翅 に 2 ケ の 眼 歌紋 ．

　全 體を白毛 で被 は れ た樣 な蝶で あ る．

　以 上 文献 を險す る事 も少 く．所有す る 標 aSCも少 い の で
，

ぱ な は だ 不充分 な論 文となつ て

しまつ たが ， 今迄 あ ま り人 の 注意 しなか つ た屬だ け に fll∫か諸兄 ／）御參考 に な つ たか とも思

ふ ， そ の 目的が逹せ られれ ば筆者 z）幸甚 とする所 で あ る ．（2／iXr　1945）
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智
「
♂．正舞

¶●氏L

F三9 ，2

Fl9．3

Fl9．4

Fl9．5

第 ．1圃 ｛．iえ 　　 　 日 本 鱗 翅 H 學 會 會 報 　 　V し 1・ユ （194凸） TA 】1・1

Co ⊂ ron ｝
．
mF ．1　a　oedlp ｝しIs　arothius 　subsp ．二〇v．♀ Holotype

（伯粁 ノく山産）

Coer．er±1
．
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　　　 cf ．P ，2− IO
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Glauc  psycl世 euphemus 　daisensis　 ab ．（伯 耆 大 山 ．／viii ，1943）

Glaucopsyche　euphenius 　hosanensis（溝洲國延吉，30／v 三1
，
1939）

Glaucopg．　yche 　 euphernus 　dalsensis（伯 耆 大 山．）

　　　 cf 　p ．26．・
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